












射　水　更　生　保　護（7）平成30年２月１日発行 第24号

◆ 
会
部
務
総

　

正
各
・
長
会
副
正
（
会
事
理
は
会
部
務
総

研
、
り
お
て
ね
兼
を
）
成
構
で
長
会
部
副

、
織
組
力
協
、
動
活
域
地
、
察
観
護
保
・
修

事
行
い
な
し
当
担
が
会
部
各
の
報
広
、
校
学

を
整
調
絡
連
の
と
関
機
係
関
び
よ
お
務
事
や

◆ 

会
部
修
研

　

れ
慣
、
け
受
き
引
を
長
会
部
修
研
度
年
今

あ
の
修
研
期
定
、
の
の
も
る
あ
が
い
せ
い
な

と
議
会
遇
処
域
地
、
画
企
の
修
研
主
自
の
と

西
の
で
京
東
、
催
開
の
修
研
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
て
し

外
県
、
加
参
の
へ
修
研
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
区
地
本
日

忙
も
て
と
、
ど
な
施
実
・
画
企
の
行
旅
修
研

。
た
し
で
々
日
い
し

　

保
は
で
修
研
主
自
、
き
続
き
引
も
度
年
来

主
自
。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
き
だ
た
い
て

た
い
を
力
協
ご
・
解
理
ご
、
に
画
企
の
修
研

。
す
ま
し
い
願
お
う
よ
す
ま
き
だ

◆ 

会
部
動
活
域
地

　

ダ
「
用
乱
物
薬
県
山
富
、
に
㈰
日
９
月
７

ザ
ラ
プ
・
ル
ア
「
、
り
あ
が
頼
依
力
強
り
よ

た
い
だ
た
い
て
せ
さ
加

。

　

月
７
る
あ
で
ン
イ
メ

17

頭
街
」
動
運
る
す
く
る
明
を
会
社
「
の
で
ク

皆
の
会
性
女
護
保
生
更
、
員
会
に
動
活
伝
宣

会
部
動
活
域
地
、
き
だ
た
い
を
力
協
ご
の
様

で
が
と
こ
る
え
終
を
動
活
る
た
主
の
て
し
と

。
た
し
ま
き

　

室
教
止
防
用
乱
物
薬
、
ト
ス
テ
ン
コ
品
作

ま
げ
上
し
申
謝
感
き
だ
た
い
も
力
協
ご
の
へ

。
す

◆ 

会
部
校
学

　
11
月
25

品
作
生
学
中
・
小
」
動
運
る
す
く
る
明
を
会

。
た
し
ま
い
行
を
式
彰
表
の
ト
ス
テ
ン
コ

　

作
、
で
中
る
す
福
祝
が
者
場
来
の
席
満

36

が
名

に
場
会
、
日
当
式
彰
表
。
た
し
ま
れ
さ
彰
表

族
家
の
者
賞
受
で
前
の
品
作
秀
優
た
し
示
展

。
た
し
ま
け
受
見
も
姿
る
撮
を
真
写
念
記
が

　

な
の
行
非
や
罪
犯
、
て
し
通
を
集
募
品
作

の
生
学
中
・
小
、
に
め
た
る
く
つ
を
会
社
い

◆ 

会
部
織
組
力
協

　　

成
平

29
年
12
月
15

祉
福
合
総
市
山
富
㈮
日

29

司
護
保
度
年

強
携
連
会
Ｓ
Ｂ
Ｂ
・
会
性
女
護
保
生
更
・
会

。
た
し
ま
れ
さ
施
実
が
修
研
化

　

成
平

26

保
生
更
「
た
れ
さ
定
決
に
月
３
年

護
保
の
市
台
仙
は
度
年
本
、
え
ま
踏
を
」
言

顔
笑
の
君
「
画
映
の
作
原
氏
子
り
え
沼
大
司

施
実
て
ね
兼
を
会
写
試
の
」
て
く
た
い
会
に

心
の
護
保
正
校
に
中
の
域
地
。
た
し
ま
れ
さ

す
く
る
明
を
会
社
「
、
て
し
と
の
も
る
語
を

上
で
地
各
て
け
向
に
間
月
化
強
の
」
動
運
る

。
す
ま
い
て
れ
さ
討
検
が
映

◆ 

会
部
報
広日

７
月
４

　

会
員
委
集
編
報
広
県

月
５

24
日　

会
員
委
集
編
報
広
県

月
８

　
　
　

」
護
保
生
更
水
射
「

23

行
発
号

10
月
13
日　

会
員
委
集
編
報
広
県

11
月
27
日　

会
部
報
広

月
１

19
日　

会
員
委
集
編
報
広
県

日
１
月
２

　

刊
発
集
品
作

　
　
　
　
　

」
護
保
生
更
水
射
「

24

行
発
号

月
２

22
日　

会
議
協
会
部
報
広
県

告
報
動
活
会
部
各

章
褒
綬
藍
◆

　

中
新
　

子
孝

彰
表
長
員
委
会
員
委
護
保
生
更
方
地
部
中
○

　

岡
富
　

生
民

彰
表
長
会
盟
連
司
護
保
方
地
部
中
○

　
堀
　
　

昭
浩

　

江
本
　

吉
重

　

田
室
　

一
清

　

み
と
ひ
田
森

　

）
者
労
功
助
内
（

　

中
新
　

志
隆

彰
表
長
所
察
観
護
保
山
富
○

　

杉
小
　

彦
一

　

美
登
日
伯
佐

状
謝
感
長
所
察
観
護
保
山
富
○

　

）
者
労
功
族
家
（

　
旭
　
　

子
き
あ

　
林

　
　
　

理

彰
表
長
会
会
合
連
会
司
護
保
県
山
富
○

　

田
高
　

介
大

　

田
棚

　
　

孝

　

田
豊
　

保
博

○

状
謝
感
臣
大
務
法

　

澤
米
　

夫
治

○

彰
表
労
功
政
市

　

腰
寺
　

一
健

○

彰
表
長
会
会
議
協
祉
福
会
社
市
水
射

　
旭
　
　

彦
邦

　
林
　
　

生
弥

平成29年度 授章・受賞者紹介（順不同・敬称略）
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１

射水市福祉保健部

　　地域福祉課内

護
保
生
更
水
射

ご
ほ
い
せ
う
こ
ず
み
い

▲ ひとりひとりに推
進委員長の夏野元志

市長より表彰状が贈
られました

　
11
月
25

業
事」
動
運
る
す
く
る
明
を
会
社
「年
毎
、
は
ト
ス
テ
ン
コ
の
こ
。
た
し
ま
い
行
で

な
と
心
中
が
会
部
校
学
の
会
司
護
保
水
射
と
会
員
委
進
推
市
水
射
て
し
と
環
一
の

つ
に」
現
実
の
会
社
い
な
の
罪
犯
や
行
非
「ら
か
と
こ
な
近
身
が
徒
生
・
童
児
、
り　

員
委
金
募
同
共
市
水
射
晋
田
門
、
長
議
副
会
議
市
水
射
隆
文
村
中
、
て
し
と
賓
来

雇
護
保
生
更
区
地
水
射
修
本
山
、
長
次
局
務
事
会
員
委
育
教
市
水
射
茂
本
杉
、
長
会

。
た
し
ま
り
賜
を
席
臨
ご
に
長
会
性
女
護
保
生
更
市
水
射
子
正
古
道
、
長
会
主
用　

に
り
と
ひ
り
と
ひ
者
賞
入
、
り
よ
長
市
志
元
野
夏
の
長
員
委
進
推
は
で
式
彰
表

、
は
品
作
秀
優
。
た
し
ま
れ
ら
贈
が
賞
副
と
状
賞

10
月
24

り
よ
日

11

で
ま
日
７
月

　

呼
を
集
募
に
校
学
中
小
各
に
旬
上
月
６
、
り
入
に
備
準
の
集
募
り
よ
旬
下
月
５

き
て
れ
さ
施
実
で
司
護
保
の
人
数
の
定
特
は
業
作
の
こ
、
年
例
。
た
し
ま
け
掛
び

深
に
ら
さ
を
り
が
な
つ
の
校
学
と
司
護
保
の
れ
ぞ
れ
そ
、
は
度
年
今
、
が
た
し
ま

区
学
け
だ
る
き
で
「で
え
う
た
し
と
心
中
を
会
部
校
学
、
り
あ
が
い
思
の
と
い
た
め

る
す
関
に
集
募
に」
司
護
保
の
ん
さ
く
た
く
べ
る
な
「に
ら
さ
、
に」
司
護
保
の
内　

て
全
の
内
市
水
射
。
た
し
ま
し
収
回
を
品
作
が
司
護
保
の
当
担
、
に
旬
上
月
９

校
学
小
の

15

り
な
と
点
４
０
４
１
は
数
総
、
り
あ
が
募
応
ら
か
校
６
校
学
中
、
校

　

。
た
し
ま
り
な
と

会
部
校
学

　

長
会
部
副

　
　
表

　
　

夫
隆

『更生保護サポート
センター射水』

射水市役所大門庁舎
　車庫棟２階

〒939-0234　射水市
二口1081番地

電話：0766（52）769
6

FAX：0766（52）769
7

moc.liamg@iakihsogohuzimi ：liam-E
ホームページ　URL：

hogosi.com

※保護司が交代で常
駐しています。

月曜日から金曜日／
午前９：30～午後３：

30まで

発行
編集 会長 江㞍　昭

◆

て
し
当
担
を
ト
ス
テ
ン
コ
品
作

動
運
る
す
く
る
明
を
会
社

第67回

この作品集は一部共同募金の配分金を受けて作成しました。

射水市推進委員会
射水保護司会

平成29年度

第67回

第36回



平成30年２月１日発行（8）射　水　更　生　保　護第24号

平
成
29
年
度
の
行
事
及
び
行
事
予
定
を
お
伝
え
し
ま
す

８
月
22
日　

第
２
期
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

自
主
研
修
会

８
月
24
日　

保
護
司
候
補
者
検
討
委
員
会

９
月
12
日　

第
６
回
三
役
会

　
　
　
　
　

第
３
回
理
事
会

　
　
　
　
　

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会（
作
文
）

９
月
13
日　

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

　
　
　
　
　
（
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
） 

９
月
21
日　

保
護
司
特
別
研
修

９
月
22
日　

県
事
務
担
当
者
協
議
会
お
よ
び

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

９
月
28
・
29
日

　
　
　
　
　

市
更
生
保
護
協
力
会
会
員
企
業
訪
問

10
月
10
日　

第
７
回
三
役
会

10
月
18
・
19
日

　
　
　
　
　

県
外
視
察
研
修

　
　
　
　
　
（
滋
賀
県　

琵
琶
湖
ダ
ル
ク
）

11
月
10
日　

��

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
作
道
小
） 

11
月
14
日　

第
８
回
三
役
会

11
月
17
日　

富
山
県
更
生
保
護
大
会

11
月
25
日　

市
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

12
月
５
日　

第
３
期
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

自
主
研
修
会

12
月
８
日　

県
総
務
部
会
協
議
会

12
月
12
日　

第
９
回
三
役
会

12
月
15
日　

保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
会
・

　
　
　
　
　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
連
携
強
化
研
修

12
月
27
日　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
掃
除

平
成
30
年
度
の
行
事
予
定
を
お
伝
え
し
ま
す

１
月
９
日　

第
10
回
三
役
会

１
月
16
日　

�

社
会
貢
献
活
動

１
月
17
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
塚
原
小
）

　
　
　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
太
閤
山
小
） 

１
月
25
日　

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会

　
　
　
　
　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
大
門
小
）

１
月
31
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
金
山
小
）

２
月
１
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室（
中
太
閤
山
小
）

2
月
６
日　

�
第
４
期
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

自
主
研
修
会

　
　
　
　
　

新
任
・
退
任
保
護
司
歓
送
迎
会

２
月
８
日　

��

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
片
口
小
）

２
月
９
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
下
村
小
）

２
月
13
日　

第
11
回
三
役
会

２
月
14
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
堀
岡
小
）

　
　
　
　
　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
小
杉
小
）

２
月
15
日　

�

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
歌
の
森
小
）

２
月
22
日　

県
広
報
部
会
協
議
会 

３
月
13
日　

第
12
回
三
役
会

　
　
　
　
　

第
４
回
理
事
会

３
月
28
日　

企
画
調
整
保
護
司
打
合
せ
会

射
水
保
護
司
会
事
務
局
日
誌

　

昭
和
六
十
年
に
保
護
司
を
拝
命
し
て

三
十
二
年
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
任
期

を
満
了
し
ま
し
た
。

　

永
き
に
亘
り
、
法
務
省
、
中
部
委
員
会
、

富
山
保
護
観
察
所
の
方
々
に
ご
迷
惑
・
ご
無

理
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
先
輩
・
同

僚
保
護
司
の
皆
様
方
に
も
、
同
様
で
す
が
、

さ
ら
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

京
都
清
水
寺
の
森
貫
主
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
お
言
葉
に
、
「
上
か
ら
見
る
こ
と

と
、
下
か
ら
見
る
こ
と
、
大
違
い
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
言
葉
か
ら
、
富
山
県
知
事
で
あ
っ
た

中
沖
先
生
が
「
環
日
本
海
・
東
ア
ジ
ア
諸
国

図
」
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
が
日
頃
見

て
い
る
日
本
地
図
を
逆
さ
に
し
た
も
の
で
す
。

　

私
達
保
護
司
で
あ
る
も
の
は
、
加
害
者
で

あ
っ
た
対
象
者
の
世
話
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

常
に
被
害
者
の
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
説
い
て
、
保
護
司
活
動
に
専

心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
富
山
県
と
射
水
保
護
区
の
保

護
司
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　

ほ
ん
と
う
に
永
い
間
、
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
米
澤
治
夫 

氏
は
旧
射
水
保
護
区
の
事
務
局
長
と

し
て
市
町
村
合
併
に
よ
る
新
射
水
市
の
誕
生
に
伴

う
、
旧
新
湊
保
護
区
と
の
合
併
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
射
水
保
護
司
会
長
、
富
山
県
保
護
司
会

連
合
会
長
と
し
て
、
保
護
司
会
活
動
の
牽
引
役
と

し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

米
澤　

治
夫

退
任
に
寄
せ
て

○
新
任
保
護
司

　（
平
成
29
年
12
月
21
日
付
）

　

藤
岡 
由
美

○
退
任
保
護
司

　（
平
成
29
年
12
月
20
日
付
）

　

米
澤 

治
夫

今
年
の
干
支
「
戌
」
は
忠
実
で

社
会
性
や
人
付
き
合
い
も
上
手

で
安
産
で
、
何
か
を
生
み
出
す
。

言
い
換
え
れ
ば
ス
タ
ー
ト
の
意

味
も
有
る
そ
う
で
す
。
あ
や

か
っ
て
私
達
も
情
報
交
換
や
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
保
護
司

会
の
更
な
る
前
進
に
繋
げ
る
べ

く
、
そ
ん
な
場
と
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
や
本
紙
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

法
務
省
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
様
々

な
情
報
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
護

局
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
、

各
地
の
行
事
の
紹
介

や
更
生
保
護
に
関
す

る
わ
か
り
や
す
い
説

明
な
ど
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か

法
務
省
保
護
局
ツ
イ
ッ
タ
ー

保
護
司
の

　
異
動
・
退
任

�

（
敬
称
略
）

編
集
後
記

寺
腰 

記


